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凡例 ■日⇨日時　■期⇨期間　■時⇨時間　■所⇨会場・場所　■対⇨対象　■内⇨内容　■演⇨講師・出演　■定⇨定員　■費⇨費用　■保⇨保育　■持⇨持ち物　■申⇨申し込み　
■他⇨その他　■問⇨問い合わせ　■HP⇨ホームページ　■Ｅ⇨Ｅメール　■Ｆ⇨ファクス

　Ⓑ木曜日クラス：①９月10日②17日③24日
　Ⓒ金曜日クラス：①９月11日②18日③25日
　Ⓓ水曜日クラス：①９月９日②16日③30日　
■時ⒶⒷⒸ午後３時～４時Ⓓ３時20分～４時20分　
■所子ども交通教室（深大寺元町１－30－１）　
■対市内在住・在学・在園のⒶⒷⒸ幼児（年少～年長）
Ⓓ小学１～３年生　
■内基本的な交通ルールと自転車の安全な運転方法
（DVD鑑賞・コース走行など）
■定各クラス親子15組（多数抽選）　　
■費無料　
■持ヘルメット　
■他車での来場不可
■申■問Ｅメールに希望クラス名、住所、保護者と子ども
の氏名（ふりがな）、電話番号、子どもの生年月日、
幼稚園（保育園）名または小学校名、学年を明記し、
９月１日㈫までに子ども交通教室☎042－487－5055
（月曜日を除く）■Ｅkodomokoutuu@guitar.ocn.ne.jp
 （地域交通課）

■ ふれあいおやこ講座こころ・ことばを育てるヒント
■日９月10日㈭午前11時～正午　
■所西部児童館遊戯室　
■対未就学児と保護者　
■内言語聴覚士による発達や関わり方の解説、保育士と
一緒に体を使った親子遊び　
■申当日直接会場へ
■問子ども家庭センター☎042－441－6081

■ 講演「発達に遅れや偏りのある子の将来」
学校、福祉サービス、就労先などの情報を調布の先
輩保護者に聞いてみませんか。
■日９月29日㈫午後１時30分～３時　
■所子ども発達センター　
■対市内在住の未就学児から中学生の保護者　
■内調布市心身障害児・者親の会協力のもと、特別支援
学校高等部を卒業した子どもの保護者による体験談　
■定申し込み順30人　
■費無料　
■保満１歳～未就学児（■定15人）　
■申９月10日㈭午後５時までに専用フォーム
から申し込み。保育希望の方は、専用フォ
ームで参加申し込みの上、別途電話で申し込み
■問子ども発達センター☎042－486－1190

●すこやかフリーマーケット「ほんわか市」
■日９月５日㈯午前10時～正午　
■内乳幼児向けの育児用品、衣類、玩具、絵本など　
■申当日直接会場へ
●小児科医による健康相談
■日９月９日㈬午前10時30分～11時30分　
■演貫井清孝（すこやか協力医）　
■定申し込み順４人　
■申電話または直接すこやか　
■他治療行為は行いません
●ファミリー・サポート・センター事業説明会
　子育てを手伝ってほしい方（依頼会員）と手伝える
方（協力会員）を結ぶ事業です。
　協力会員による保育園や学童クラブへの送迎などの
援助に対して、１時間当たり700円（休日、早朝・夜
間は900円）が依頼会員から支払われます。
■日９月12日㈯午前10時～正午　
■定申し込み順30人　
■申電話、Ｅメール（■HP要確認）または直接すこやか　
■他協力会員は登録後、３日間の講習会（10月３日㈯・
６日㈫・11日㈰）あり
■問ファミリー・サポート・センター☎042－481－7730
●ひろばのお医者さん「乳幼児の睡眠と夜泣きについ
て～子どもの体と脳の発達・なかなか寝ない理由～」
■日９月29日㈫午前10時30分～11時30分　
■対乳幼児の保護者　■演貫井清孝（すこやか協力医）　
■定申し込み順20組40人程度　■申８月21日㈮午前９時か
らＥメール（すこやか■HP要確認）

■ 認知症サポーター養成講座
■日９月15日㈫午後１時30分～３時
■所しばさき彩ステーション（柴崎１－64－９）
■対市内在住・在勤・在学の方　
■定申し込み順20人　■費無料　
■他受講者に認知症サポーターカードを進呈　
■申■問（公財）調布ゆうあい福祉公社☎042－481－7711

■ 児童育成手当の制度改正に伴う所得制限額の引き上げ（対象者拡充）
　児童育成手当はひとり親家庭や児童に一定の障害が
ある家庭のための手当です。
申請者（父・母）の所得制限額

■申児童育成手当を受給中の方は申請不要。改正に伴い、
令和７年分（令和７年１～12月）の所得が所得制限額
未満になった方は９月30日㈬までに要申請
■他申請を受理した月の翌月分から支給（制度改正にか
かる所得の場合は遡及あり）。詳細は市■HP参照　
■問子ども育成課☎042－481－7093

■ 令和９年度認可保育園（障害児枠）の園児募集
　令和９年４月からの入園を希望する障害がある子ど
も、医療的ケアが必要な子どもを募集します。
■対令和３年４月２日～令和８年９月15日に生まれた障
害がある子ども、医療的ケアが必要な子ども（令和９
年４月１日時点の０～５歳児）
■申専用フォームから９月15日㈫午後５時ま
でに予約し、申込書類（保育課（市役所３
階）、子ども発達センターで配布）を９月
17日㈭・18日㈮・24日㈭・25日㈮・28日㈪
・29日㈫に保育課へ持参　
■他内容や募集数など詳細は市■HP参照
■問保育課☎042－481－7132～4

■ 親子交通安全教室（全３回）
■日Ⓐ火曜日クラス：①９月８日②15日③29日

認可保育園や
幼稚園などが実施する

地域交流事業・園庭開放

■対就学前の子どもと保護者　
■申８月21日㈮以降の平日
午前９時30分～午後４時に
各保育園・幼稚園など
※車での来場不可 （保育課）

各園の実施状況は
市■HPをチェック！

　悪質商法による高齢者の消費者被害が後を絶ち
ません。市では、東京都が実施する「関東甲信越
ブロック高齢者悪質商法被害防止共同キャンペー
ン」と連携して、高齢者ご本人への注意喚起と相
談の呼びかけ、周囲の皆さんへ見守りの大切さを
呼びかけます。高齢者ご本人だけでなく皆さんも、
お気軽にご相談ください。
◎点検商法
「給湯器や分電盤などを、早く交換した方がいい」
など不安をあおられ契約を迫られた！➡契約を迫
られてもその場で判断しない。少しでもおかしい
と思ったら、すぐに消費生活センターや身近な人
などに相談する。

◎通信販売トラブル
「１回だけ」のつもりで購入したら、「定期購入」
だった！➡定期購入になっていないか確認。購
入・返品条件をよく確認してから注文する。
◎架空・不当請求
身に覚えのない請求をされた！➡知らない電話番
号には出ない。住所・氏名などの個人情報は教え
ない。
◎不用品買い取りトラブル
売るつもりのないものまで、持っていかれてしま
った！➡希望条件と異なる場合は、きっぱりと断
る。売るつもりのない品物は見せない。
●高齢者被害特別相談
■期９月28日㈪～30日㈬　
■時電話相談：午前９時～正午、午後１時～３時30
分　来所相談（事前予約制）：午前９時～正午、
午後１時～３時※なるべく電話相談の利用を。通
常の消費生活相談も利用可　
■所■申調布市消費生活センター（市役所３階）
　　☎042－481－7034　　　
■問文化生涯学習課☎042－481－7140

■ 子ども家庭支援センターすこやか　専用■HPあり
〒182－0022  国領町３－１－38 ココスクエア２階
☎042－481－7733（午前９時～午後５時）

妊娠・出産
　妊娠に関する相談（妊娠届・
ゆりかご調布面接、もうすぐマ
マパパ教室（いずれも予約制））

健診・子どもの健康相談
　子育て教室・相談（子ども歯科相談
室（■対１・２・４～６歳児）、７～９
か月児のもぐもぐ離乳食講座）、食物
アレルギー教室やスキンケア教室など

　詳細は市■HPをご確認ください。
■問子ども家庭センター☎042－441－6081

市HP

市HP

扶養親族 改正前 改正後
0人 366万1000円 375万8000円
1人 404万1000円 413万8000円
2人 442万1000円 451万8000円

市HP

市HP

専用
フォーム

専用
フォーム

９月は高齢者悪質商法被害防止共同キャンペーン月間
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